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2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより
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曜
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木
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火
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10:00

10:00

10:00

15:30

10:00

13:00

10:00

会　　　議

本会議　

常任委員会

本会議　

議会運営委員会

常任委員会

常任委員会

常任委員会

備　　　考

議案説明・議案質疑（補正予算）

予算決算委員会（補正予算）

（議案調査）

議案質疑・議案審議（補正予算）

総務建設委員会

文教厚生委員会

予算決算委員会

平成31年有田市議会３月定例会日程
月日

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

曜

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

時間

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

会　　　議

常任委員会

常任委員会

議会運営委員会

本会議

本会議

備　　　考

予算決算委員会

予算決算委員会

一般質問

（議案調査）

（議案調査）

議案審議

月
定
例
会

月
定
例
会

月
定
例
会

33３
　

平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
、
４
日
か
ら

22
日
ま
で
の
19
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

～ 主 な 事 業 ～～ 主 な 事 業 ～

17億7,623万円を増額一般会計補正予算額

150億7,748万9千円補正後の予算総額

　逢井漁港西防波堤
　災害復旧事業
　…………　5,068万１千円
　国の補正予算を活用して、昨年９月
の台風21号により被災した、逢井漁港
を改修します。

　新水泳場建設事業
　　………　15億3,495万9千円
　既設の３水泳場を統合し、子どもから
高齢者まで多世代が利用しやすい、ジム・
フィットネスも備えた屋内温水プールを
建設し、スポーツ振興及び市民の健康増
進を図ります。

　水産振興事務事業　………………　8,090万３千円
　国庫補助金を活用し、有田箕島漁業協同組合が整備する、荷捌き施設の
設計費用を助成し、漁港の競争力強化及び漁業の振興を図ります。



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

─ おもな用語説明 ─

人　件　費 職員の給与などの費用。
扶　助　費 生活困窮者・高齢者・児童・心身障がい

者等に行っている支援に要する経費。
公　債　費 公共事業などで借り入れた返済金。
物　件　費 事業を進めて行くための消費的な経費。
補 助 費 等 各種団体に対する助成金や一部事務組合

への負担金など。
普通建設事業 道路・橋りょう・学校・公園など資本の

新増設事業を行う際、必要な経費。
繰　出　金 介護保険・国民健康保険・地方公営企業

などに対しての負担金など。

義務的経費 必ず支出しなければならない経費。
 人件費、扶助費および公債費の３つから
 なる。

政策的経費 新たな事務事業の開始による経費や一
時的または臨時的に投入する経費。

歳入 135億4,200万円

歳出  135億4,200万円

─ おもな用語説明 ─

市　　　税 前年度の収入に応じて負担していただ
 く市民税・固定資産税など。

諸　収　入 市税にかかる延滞金・加算金及び過料。
繰　入　金 前年度の予算執行の結果残ったお金。
地方交付税 国が使い道を特定せずに市に交付する資金。
国庫支出金 国から市に対して使い道が特定される

負担金・補助金・委託金・交付金です。
県 支 出 金 県から市に対して使い道が特定される

 負担金・補助金・委託金・交付金です。
市　　　債 市が国や民間金融機関などから長期的

 に借り入れる資金。
譲与税及び交付金　国税として徴収し、そのまま地

方公共団体に譲与する税と一定の基準に
より国が交付する税。

自 主 財 源 市が自主的に収入できる財源。
地方税、分担金及び負担金、使用料、
手数料、財産収入、寄付金、繰入金、
繰越金、諸収入。

依 存 財 源 国や県により定められた額を交付された
り、割り当てられたりするもの。
国庫支出金、県支出金、地方交付税、
地方譲与税など。

歳 出

歳 入

市税
33億5,423万円
（24.8％）

依存財源
70億1,471万円
（51.8％）

自主財源
65億2,729万円
（48.2％）

依存財源
70億1,471万円
（51.8％）

自主財源
65億2,729万円
（48.2％）

義務的経費
56億6,902万円
（41.9％）

政策的経費
78億7,298万円
（58.1％）

義務的経費
56億6,902万円
（41.9％）

政策的経費
78億7,298万円
（58.1％）

寄付金
14億円
（10.3％）

分担金・財産収入等
4億3,529万円（3.2％）

繰入金
13億3,777万円
（9.9％）

地方交付税
33億7,000万円
（24.9％）

人件費
22億4,428万円
（16.6％）

扶助費 　
22億6,484万円
（16.7％）　 

公債費
11億5,991万円
（8.6％）物件費

24億7,387万円
（18.3％）

補助費等
19億7,410万円
（14.6％）

普通建設事業
6億9,788万円
（5.1％）

繰出金
14億5,603万円
（10.7％）

その他
12億7,111万円
（9.4％）

国庫支出金
14億5,320万円
（10.7％）

県支出金
9億7,166万円
（7.2％）

市債
4億7,000万円

（3.5％）

譲与税及び交付金
7億4,985万円（5.5％）

135億4,200万円
平成31年度一般会計予算
135億4,200万円
平成31年度一般会計予算
135億4,200万円
平成31年度一般会計予算平成31年度一般会計予算
135億4,200万円

前年度より

6.1%増



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

地域産業の発展・維持地域産業の発展・維持地域産業の発展・維持
農 業 経 営 育 成 事 業 ................................563万円
知見ある民間事業者との連携によるみかん農家の販路開拓や就農体験受け入
れに取り組む

農家次世代人材投資資金事業 ................................600万円
㈱リクルートと連携し、新規就農者に農地の紹介と地元農家等による技術供
与の機会を提供し、営農が可能となる支援の仕組みを整備する

原 産 地 呼 称 管 理 事 業 ................................614万円
市の特産品、有田みかんブランドの高品質なものを公的部門が「有田ＱＵＡ
ＬＩＴＹ」として認定・管理することで消費者に安心・信頼を与えブランド
力の向上を目指す

地 域 ブ ラ ン ド 推 進 事 業 ................................824万円
有田みかんやみかん加工品などの特産品の販売促進及び市内事業所の自立的
な販路拡大を支援。本市の地域ブランドの活性化、産業振興への取り組みを
東京でPRし、新規就農等につなげる

移住・定住の促進移住・定住の促進移住・定住の促進
三世代定住等支援事業費補助金 ............................380万円
市内で子ども世帯が親世帯と同居・近居することを促進するため、住宅取得
等の費用に補助を行う

移住推進空家活用事業費補助金 ............................400万円
空き家を移住推進に活用し、定住促進を図るため、空き家を居住用に改修す
る費用に補助を行う

移 住 支 援 事 業 助 成 金 ............................200万円
Ｕ・Ｉターン就職を促進するため、定額100万円を給付し、東京23区からの
移住を支援

移 住 交 流 促 進 事 業 ............................602万円
地区住民とともに移住交流拠点施設「くらしちゃる矢櫃」を活用した事業等
を実施し、矢櫃地区の活性化を図り、市内への移住や交流人口の増加につな
げる

地 域 特 産 品 等 広 報 事 業.......................6億3,000万円
ふるさと応援寄付金制度を活用して全国的な知名度を向上させ、特産品の販路及び
消費の拡大を図る

観光資源の創出・情報発信観光資源の創出・情報発信観光資源の創出・情報発信
郷土資料館特別展開催事業 ............................204万円
郷土の歴史・文化を理解し、郷土愛を深める機会を提供するとともに、交流
人口の増加につなげる

主 要 施 策主 要 施 策

地域資源を活用した創業等へのチャレンジを応援地域資源を活用した創業等へのチャレンジを応援地域資源を活用した創業等へのチャレンジを応援



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

結婚・出産・子育ての取組強化結婚・出産・子育ての取組強化結婚・出産・子育ての取組強化
母 子 保 健 推 進 事 業...................................2,361万円
新生児聴覚検査への新規助成、妊婦健診における超音波検査の補助拡充、子
育てアプリの導入等

妊娠・出産包括支援事業........................................766万円
助産師による産前・産後サポート事業、産前から産後まで包括的に支援

ファミリーサポートセンター事業.........................543万円
子育ての援助を受けたい会員と援助を行いたい会員を登録し、育児の相互援
助活動をマッチングする事業

児童発達支援センター建設事業費補助金........1,500万円
NPO法人が児童発達支援センターを建設し、地域の支援を必要とする児童や
その家族を支える場を提供することに支援

質の高い教育環境の実現質の高い教育環境の実現質の高い教育環境の実現
中学生海外派遣研修事業....................................673万円
世界の人々と交流し、国際的視野を持った次代を担う人材を育成

学習支援員、スクールサポートスタッフの配置.....1,112万円
学習支援員の配置による複式学級の解消や、スクールサポートスタッフの配
置により教員の負担軽減を図る

子ども育成支援事業の充実....................................400万円
いじめ・不登校等に対応するため、学習支援員及びスクールソーシャルワー
カーを配置して、学校生活への復帰等を支援

小学校トイレ洋式化事業...............................1,591万円
田鶴小学校・宮原小学校内のトイレの一部を洋式に改修

安全・安心で豊かな暮らしの実現安全・安心で豊かな暮らしの実現安全・安心で豊かな暮らしの実現
BIG SMILEプロジェクト事業.................2億1,181万円
交流の場所となる総合運動施設を目指して、屋内新水泳場及び新都市公園を整備

市民体育館空調設備整備事業 ...........................2,344万円
避難施設としての機能を向上させるとともに、体育施設としての安心で快適
な利用環境を整備

ふるさとの川総合公園の環境整備事業.................700万円
公園内の道路舗装などを行い、有田川周辺の環境整備及び景観保全を図る

不 良 空 家 等 除 去 補 助 金 ...........................4,000万円
不良空家等の除却に要する費用に補助を行うとともに、固定資産税の住宅用
地に対する特例措置を最大5年間継続

小学校・保育所のブロック塀改修事業............1,198万円
地震等による倒壊防止対策を講じる

初島排水区２号幹線整備事業 ...........................2,500万円
雨水による浸水被害が著しい初島地区の浸水解消対策として排水路を整備

平成31年度平成31年度



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

予
算
決
算
委
員
会
委
員
長
　
池
　
田
　
敦
　
城

ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
こ
れ
か
ら
入
所
さ
れ
る
方
々
の

意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
協
議
し
て
い
く
と
共

に
、
市
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を

尽
く
す
な
ど
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
丁
寧
な
進
め
方
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
学
童
保
育
事
業
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
事
業
の
推

進
を
お
願
い
し
た
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
３
款 

第
３
項 

第
２
目 

扶
助
費
に
お
け
る
、
生
活

保
護
扶
助
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な
精
査

の
も
と
、
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
精

査
と
共
に
、
就
労
指
導
及
び
自
立
支

援
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
第
４
款 

衛
生
費 

第
２
項 

第
２
目 

ご
み
処
理
費
に
つ
い
て
、

ご
み
処
理
に
は
金
銭
面
だ
け
で
な

く
、
環
境
面
に
お
い
て
も
大
き
な
負

担
が
発
生
す
る
。
ご
み
の
減
量
化
推

進
に
は
、再
資
源
化
が
有
効
で
あ
り
、

資
源
ご
み
の
回
収
量
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
た
め
に
も
、
資
源
ご
み

回
収
に
携
わ
れ
て
い
る
各
種
団

体
に
対
し
、
奨
励
金
の
増
額
を

行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
の
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
第
６
款 

商
工
水
産

費 
第
１
項 

第
３
目 

観
光
費
に

つ
い
て
、
他
の
自
治
体
と
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
て
も
成

果
が
見
込
め
ず
、
何
か
突
出
し

た
も
の
が
無
い
と
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。
も
っ
と
独
創
的
な
、
目
玉

と
な
る
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
鵜
飼
い
が
中
止

に
な
り
、久
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

鵜
飼
い
の
看
板
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
り
、
観
光
客
に
誤
解
を
与
え
る
恐

れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
蚊
取

り
線
香
発
祥
の
地
な
ど
の
看
板
に
改

修
で
き
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案

件
に
つ
い
て
、
３
月
12
日
、
13
日
及

び
14
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
全
委

員
並
び
に
当
局
の
出
席
を
求
め
、
委

員
会
を
開
催
し
、慎
重
審
査
の
結
果
、

議
案 

第
９
号
、
議
案 

第
10
号
、
議

案 

第
11
号
、
議
案 

第
12
号
、
議
案 

第
13
号
、
議
案 

第
14
号
、
議
案 

第

15
号 

及
び
議
案 

第
16
号 

に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
意
見
を
付
し
て
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
議
案 

第
９
号 

「
平
成
31

年
度
有
田
市
一
般
会
計
予
算
」
歳
出

の
部
、
第
３
款 

民
生
費 

第
２
項 

第

１
目 

児
童
福
祉
総
務
費
に
お
い
て
、

保
育
所
適
正
配
置
検
討
委
員
会
の
設

置
に
当
た
っ
て
は
、
若
い
世
代
を
メ

第
２
目 

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
費
に
つ
い
て
、
今
後
、
債
権
者
に

対
し
て
、
抵
当
権
の
行
使
や
返
済
額

の
増
額
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
一
日
も
早
い
債
権
の
回
収

を
目
指
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
第
８
款 

消
防
費
に
お
け

る
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
に
つ
い
て
、
防

災
の
観
点
か
ら
も
、
必
要
数
を
分
団

に
配
備
す
る
な
ど
、
市
内
全
域
を
カ

バ
ー
で
き
る
よ
う
、
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
９
款 

教
育
費 

第
１
項 

第
２
目 

教
育
指
導
費
に
お
け
る
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
機
能
性
を
持
っ

た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
い
じ
め
問
題
等

を
無
く
す
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
、

子
ど
も
達
の
こ
と
を
見
守
る
よ
う
、

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
９
款 

第
４
項 

第
１
目 

社
会
教
育
総
務
費
に
お
け

る
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

に
関
し
て
は
、
実
施
さ
れ
て
い
る
地

域
と
そ
う
で
な
い
地
域
が
あ
る
が
、

子
ど
も
達
に
不
公
平
感
を
与
え
な
い

よ
う
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
９
款 

第
４
項 

第
４
目 

文
化
振
興
費
に
関
連
し
て
、

岩
室
城
跡
や
椒
古
墳
な
ど
は
重
要
な

文
化
財
で
あ
り
、
文
化
振
興
の
み
な

ら
ず
、
有
田
市
の
メ
イ
ン
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
今
一
度
、
積
極
的
な
史
跡
の

調
査
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、
お
願

い
し
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
第
９
款 

教
育
費
に
お
け

る
借
地
料
に
つ
い
て
、
借
地
を
長
期

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
、
購
入
価
格

の
何
倍
も
の
費
用
を
支
払
い
続
け
る

こ
と
で
あ
り
、
購
入
す
る
方
が
安
上

が
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も

が
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
わ

れ
る
。
借
地
の
購
入
を
本
気
で
考
え

ら
れ
る
と
共
に
、
早
速
、
交
渉
に
当

た
ら
れ
る
な
ど
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

今
後
は
借
地
料
の
値
引
き
交
渉
な
ど

も
考
慮
さ
れ
、
前
年
度
よ
り
も
１
円

で
も
安
い
借
地
料
で
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案 

第
16
号 

「
平
成
31

年
度
有
田
市
立
病
院
事
業
会
計
予

算
」
に
関
し
て
、
市
か
ら
の
繰
出
金

に
よ
り
単
年
度
で
見
れ
ば
黒
字
で
あ

り
、
例
年
通
り
の
予
算
を
組
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
、
明

確
な
予
算
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
と
共
に
、
条
項
に
よ
り

定
め
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

一
度
、
十
分
に
協
議
さ
れ
、
定
め
た

条
項
に
つ
い
て
は
、
必
ず
守
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
６
款 

第
２
項 

水
産
業
費
に
関
連
し
て
、
漁
業
従
事

者
の
収
入
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
施
策
の

一
環
と
し
て
、
産
直
市
場
が
建
設
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
業
主

で
あ
る
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
、

行
政
か
ら
も
し
っ
か
り
と
指
導
し
て

い
く
と
共
に
、
十
分
協
議
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
７
款 

土
木
費 

第
４
項 

第
３
目 

公
園
費
に
お
け
る
、
都
市

公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
用
地
の

購
入
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
手
法
及

び
優
先
順
位
な
ど
十
分
に
吟
味
さ

れ
、
こ
と
に
当
た
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
、購
入
で
き
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、

安
易
に
設
計
変
更
な
ど
を
す
る
こ
と

の
無
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
勿
論
の
こ
と
、常
に
先
を
見
据
え
、

汗
を
か
き
、
準
備
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
７
款 

第
８
項 

市
民
の
税
金
の
使
い
道
を

　
　
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
!!

各会計予算額 総額262億5,508万6,000円

135億4,200万円
41億5,052万4,000円

423万8,000円
5,996万5,000円

33億2,382万7,000円
7億5,103万3,000円
82億8,958万7,000円
8億7,294万8,000円
35億5,055万1,000円
44億2,349万9,000円
262億5,508万6,000円

特　

別　

会　

計

企
業
会
計

国 民 健 康 保 険
初 島 財 産 区
漁 業 集 落 排 水
介 護 保 険
後期高齢者医療

小　　計
上 水 道 事 業
病 院 事 業

小　　計
合　　計

会　計　別
一　　般　　会　　計

平 成 3 1 年 度
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ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
こ
れ
か
ら
入
所
さ
れ
る
方
々
の

意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
協
議
し
て
い
く
と
共

に
、
市
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を

尽
く
す
な
ど
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
丁
寧
な
進
め
方
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
学
童
保
育
事
業
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
事
業
の
推

進
を
お
願
い
し
た
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
３
款 

第
３
項 

第
２
目 

扶
助
費
に
お
け
る
、
生
活

保
護
扶
助
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な
精
査

の
も
と
、
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
精

査
と
共
に
、
就
労
指
導
及
び
自
立
支

援
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
第
４
款 

衛
生
費 

第
２
項 

第
２
目 

ご
み
処
理
費
に
つ
い
て
、

ご
み
処
理
に
は
金
銭
面
だ
け
で
な

く
、
環
境
面
に
お
い
て
も
大
き
な
負

担
が
発
生
す
る
。
ご
み
の
減
量
化
推

進
に
は
、再
資
源
化
が
有
効
で
あ
り
、

資
源
ご
み
の
回
収
量
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
た
め
に
も
、
資
源
ご
み

回
収
に
携
わ
れ
て
い
る
各
種
団

体
に
対
し
、
奨
励
金
の
増
額
を

行
う
な
ど
、
よ
り
一
層
の
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
第
６
款 

商
工
水
産

費 

第
１
項 

第
３
目 

観
光
費
に

つ
い
て
、
他
の
自
治
体
と
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
て
も
成

果
が
見
込
め
ず
、
何
か
突
出
し

た
も
の
が
無
い
と
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。
も
っ
と
独
創
的
な
、
目
玉

と
な
る
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
鵜
飼
い
が
中
止

に
な
り
、久
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

鵜
飼
い
の
看
板
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
り
、
観
光
客
に
誤
解
を
与
え
る
恐

れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
蚊
取

り
線
香
発
祥
の
地
な
ど
の
看
板
に
改

修
で
き
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案

件
に
つ
い
て
、
３
月
12
日
、
13
日
及

び
14
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
全
委

員
並
び
に
当
局
の
出
席
を
求
め
、
委

員
会
を
開
催
し
、慎
重
審
査
の
結
果
、

議
案 

第
９
号
、
議
案 

第
10
号
、
議

案 

第
11
号
、
議
案 

第
12
号
、
議
案 

第
13
号
、
議
案 

第
14
号
、
議
案 

第

15
号 

及
び
議
案 

第
16
号 

に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
意
見
を
付
し
て
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
議
案 

第
９
号 

「
平
成
31

年
度
有
田
市
一
般
会
計
予
算
」
歳
出

の
部
、
第
３
款 

民
生
費 

第
２
項 

第

１
目 

児
童
福
祉
総
務
費
に
お
い
て
、

保
育
所
適
正
配
置
検
討
委
員
会
の
設

置
に
当
た
っ
て
は
、
若
い
世
代
を
メ

第
２
目 

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
費
に
つ
い
て
、
今
後
、
債
権
者
に

対
し
て
、
抵
当
権
の
行
使
や
返
済
額

の
増
額
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
一
日
も
早
い
債
権
の
回
収

を
目
指
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
第
８
款 

消
防
費
に
お
け

る
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
に
つ
い
て
、
防

災
の
観
点
か
ら
も
、
必
要
数
を
分
団

に
配
備
す
る
な
ど
、
市
内
全
域
を
カ

バ
ー
で
き
る
よ
う
、
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
９
款 
教
育
費 

第
１
項 

第
２
目 

教
育
指
導
費
に
お
け
る
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
機
能
性
を
持
っ

た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
い
じ
め
問
題
等

を
無
く
す
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
、

子
ど
も
達
の
こ
と
を
見
守
る
よ
う
、

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
９
款 

第
４
項 

第
１
目 

社
会
教
育
総
務
費
に
お
け

る
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

に
関
し
て
は
、
実
施
さ
れ
て
い
る
地

域
と
そ
う
で
な
い
地
域
が
あ
る
が
、

子
ど
も
達
に
不
公
平
感
を
与
え
な
い

よ
う
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
９
款 

第
４
項 

第
４
目 

文
化
振
興
費
に
関
連
し
て
、

岩
室
城
跡
や
椒
古
墳
な
ど
は
重
要
な

文
化
財
で
あ
り
、
文
化
振
興
の
み
な

ら
ず
、
有
田
市
の
メ
イ
ン
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
今
一
度
、
積
極
的
な
史
跡
の

調
査
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、
お
願

い
し
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
第
９
款 

教
育
費
に
お
け

る
借
地
料
に
つ
い
て
、
借
地
を
長
期

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
、
購
入
価
格

の
何
倍
も
の
費
用
を
支
払
い
続
け
る

こ
と
で
あ
り
、
購
入
す
る
方
が
安
上

が
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も

が
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
わ

れ
る
。
借
地
の
購
入
を
本
気
で
考
え

ら
れ
る
と
共
に
、
早
速
、
交
渉
に
当

た
ら
れ
る
な
ど
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

今
後
は
借
地
料
の
値
引
き
交
渉
な
ど

も
考
慮
さ
れ
、
前
年
度
よ
り
も
１
円

で
も
安
い
借
地
料
で
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案 

第
16
号 

「
平
成
31

年
度
有
田
市
立
病
院
事
業
会
計
予

算
」
に
関
し
て
、
市
か
ら
の
繰
出
金

に
よ
り
単
年
度
で
見
れ
ば
黒
字
で
あ

り
、
例
年
通
り
の
予
算
を
組
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
、
明

確
な
予
算
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
と
共
に
、
条
項
に
よ
り

定
め
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

一
度
、
十
分
に
協
議
さ
れ
、
定
め
た

条
項
に
つ
い
て
は
、
必
ず
守
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
６
款 

第
２
項 

水
産
業
費
に
関
連
し
て
、
漁
業
従
事

者
の
収
入
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
施
策
の

一
環
と
し
て
、
産
直
市
場
が
建
設
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
業
主

で
あ
る
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
、

行
政
か
ら
も
し
っ
か
り
と
指
導
し
て

い
く
と
共
に
、
十
分
協
議
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
７
款 

土
木
費 

第
４
項 

第
３
目 

公
園
費
に
お
け
る
、
都
市

公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
用
地
の

購
入
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
手
法
及

び
優
先
順
位
な
ど
十
分
に
吟
味
さ

れ
、
こ
と
に
当
た
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
、購
入
で
き
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、

安
易
に
設
計
変
更
な
ど
を
す
る
こ
と

の
無
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
勿
論
の
こ
と
、常
に
先
を
見
据
え
、

汗
を
か
き
、
準
備
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
く
第
７
款 

第
８
項 

は
じ
か
み



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより

平成31年度平成31年度

順位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

一般質問通告一覧表
【 午 前 】 平成 31 年 3 月 18 日

2 中 谷 桂 三

１．有田みかん海道展望台周辺の環境整備について
　⑴トイレ設置
２．５月連休（10日間）対応について
　⑴学童及び幼児保育対策
３．有田市に関する名称変更について
　⑴JR箕島駅を有田中央駅に
　⑵有田みかんマスコット（あり太君）を変更しては
４．漁業振興について
　⑴現状と今後
　⑵後継者育成施策

1 西 口 正 助

１．10連休（４月27日～５月６日）が市民生活に及ぼす影響について
　⑴各部署の対応は？
２．少子高齢化対策について
　⑴少子化対策について
　⑵2025年問題について

【 午 後 】

4 辻 本 意 典
１．都市下水路について
　⑴初島町里地区
　⑵箕島地区（市道834号）

一般質問の全文については、有田市ホームページ市議会をクリックして
ご覧ください。議場内での一言一句までご覧いただけます！

会議録は、図書館・公民館・市役所４F情報公開コーナーでもご覧になれます。

3 児 嶋 清 秋

１．箕島漁港荷捌き施設建設事業及び箕島漁港産直市場建設プロジェクト
　について
　⑴事業内容及び完成予定日について
２．平成31年度当初予算について
　⑴モテるまち有田市づくりについて

一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」



9 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること。

　　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
伴
い
、
日
常
的
な
支
え
合
い
機

能
が
衰
退
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の

も
の
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
経
済

活
動
の
停
滞
や
年
金
、
医
療
、
介
護

な
ど
の
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
財
源
不
足
、
現
役
世
代
の
負
担
増

等
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
少
子
化

対
策
と
し
て
人
口
減
少
に
は
ど
め
を

か
け
る
た
め
に
、
私
は
出
産
、
子
育

て
、
教
育
施
策
の
充
実
に
よ
り
、
未

来
の
有
田
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

不
安
な
く
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　　

２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
り
、
在
宅
福
祉
の
充
実
や
介
護
予

防
を
推
進
し
、
行
政
だ
け
で
な
く
市

民
や
地
域
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
い
支
え
合
う
地
域
力
を
育
成
し

て
い
き
た
い
。
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
を
更
に
充

実
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
目
の
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

子
育
て
に
つ
い
て
の
不
安
感
を
解
消

し
、
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
地
域

全
体
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

10
月
か
ら
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償

化
を
実
施
し
、
３
歳
児
以
上
の
保
育

料
を
無
償
と
し
、
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

　　

平
成
30
年
３
月
定
例
会
で
、
ト

イ
レ
設
置
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
進

捗
状
況
は
。

　　

ト
イ
レ
利
用
の
調
査
で
、
ト
イ

レ
要
望
が
あ
る
事
は
理
解
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
継

続
し
、
ト
イ
レ
設
置
に
か
か
る
課
題

で
あ
る
維
持
管
理
も
含
め
、
色
々
な

角
度
・
視
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

　　

最
近
、
私
の
友
人
で
あ
る
、
漁
業

従
事
者
か
ら
、
生
活
が
厳
し
い
と
相

談
さ
れ
ま
し
た
。
現
状
と
、
今
後
に

つ
い
て
答
弁
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　

平
成
24
年
度
は
漁
獲
量
３
千
７

百
74
ト
ン
、
漁
獲
高
約
20
億
９
千
６

百
万
円
か
ら
、
平
成
28
年
度
は
漁
獲

量
３
千
８
百
28
ト
ン
、
漁
獲
高
約
21

億
３
千
８
百
万
円
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い

で
す
が
、
水
産
資
源
の
減
少
等
、
漁

業
環
境
は
、
過
去
と
比
較
す
る
と
厳

し
い
状
況
で
す
。

　　
　

有
田
市
独
自
で
、
解
決
す
る

施
策
を
、
真
剣
に
考
え
な
い
と
、
有

田
市
の
漁
業
衰
退
に
つ
な
が
る
危
機

感
が
あ
り
ま
す
。
私
も
、
今
後
と
も
、

全
国
の
実
施
さ
れ
て
い
る
施
策
を
、

検
索
し
続
け
ま
す
。
当
局
も
、
真
剣

に
、
他
市
の
後
継
者
育
成
施
策
を
参

考
に
、
有
田
市
で
、
実
施
で
き
な
い

か
、
検
討
を
続
け
て
欲
し
い
と
考
え

ま
す
。

箕島漁港

少
子
高
齢
化
対
策
に

つ
い
て 

他

有
田
み
か
ん
海
道
展
望

台
周
辺
の
ト
イ
レ
設
置

に
つ
い
て 

他

質答

質質 答答

提
言

至誠会 中谷桂三議員

市民クラブ 西口正助議員
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各
荷
捌
き
施
設
、
産
直
市
場
の

規
模
、
概
算
費
用
、
及
び
各
事
業
の

着
工
時
期
と
完
成
予
定
は
。

　　

底
引
き
施
設
は
１
，
８
０
０
㎡
、

船
曳
施
設
は
５
７
５
㎡
、
産
直
市
場

は
１
，
５
０
０
㎡
で
総
事
業
費
は
、

約
14
億
円
。
産
直
市
場
は
本
年
９
月

着
工
、
来
年
３
月
完
成
予
定
。
両
荷

捌
き
施
設
は
、
来
年
４
月
着
工
、
再

来
年
３
月
完
成
予
定
で
す
。

　　

漁
港
全
体
の
整
備
や
、雑
木
の
伐

採
な
ど
の
計
画
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

　　

伐
採
の
予
定
は
あ
る
。

　　

移
住
支
援
事
業
で
東
京
圏
か
ら

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
と
あ
る
が
、

そ
の
目
処
は
。

　　

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、
県
と
一
体
と
な
り
取
り
組

み
、
目
標
の
２
件
の
達
成
に
向
け
努

力
し
て
い
く
。

　　　
　

昨
年
か
ら
地
域
協
議
会
が
主

体
と
な
り
「
く
ら
し
ち
ゃ
る
矢
櫃
」
を

運
営
し
、
体
験
宿
泊
者
が
増
加
す
る

と
と
も
に
、
箕
高
生
協
力
の
も
と
カ

フ
ェ
を
開
催
す
る
な
ど
盛
況
で
あ
っ

た
が
、移
住
定
住
に
繋
が
っ
て
い
な
い
。

移
住
先
で
希
望
す
る
就
労
形
態
は
、

農
業
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

調
査
結
果
も
あ
る
。
本
市
も
後
継
者

不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
で
来
年

度
の
就
農
支
援
事
業
強
化
と
連
携
し

取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
て
お
く
。

⑴
初
島
町
里
地
区

　　

都
市
下
水
路
に
つ
い
て
、
伺
い

ま
す
。
ま
ず
、
初
島
都
市
下
水
路
で

す
が
、
初
島
町
里
地
区
は
、
昔
か
ら

台
風
や
大
雨
が
降
る
た
び
、
幾
度
と

な
く
家
屋
が
浸
水
し
、
主
要
な
道
路

で
あ
る
国
道
42
号
線
も
数
時
間
に
わ

た
り
、
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
が

度
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
、
伺
い
た
い
。

　　

来
年
度
よ
り
、
初
島
都
市
下
水

路
２
号
幹
線
の
未
整
備
区
間
を
工
事

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
継
続
し

て
工
事
を
す
る
予
定
で
す
。

⑵
箕
島
地
区
（
市
道
８
３
４
号
）

　　

箕
島
地
区
オ
ー
ク
ワ
裏
の
道
路

（
市
道
８
３
４
号
）
で
す
が
、
こ
の

道
路
も
大
雨
が
降
る
た
び
道
路
冠
水

が
起
こ
り
ま
す
。
家
屋
の
床
下
浸
水

も
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
対
策

に
つ
い
て
、お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

　　

箕
島
都
市
下
水
路
の
流
下
不
足

に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

箕
島
ポ
ン
プ
場
に
１
基
の
ポ
ン
プ
増

設
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在
、
計
画

策
定
中
で
す
。

　　
　

ど
ち
ら
の
事
業
も
早
期
に
完

成
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
し
ま
す
。

都
市
下
水
路
に
つ
い
て

箕
島
漁
港
荷
捌
き
施
設
建

設
事
業
及
び
産
直
市
場
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

他

質答答 質質

答

質 質答

答

至誠会 児嶋清秋議員

至誠会 辻本意典議員

提
言

提
言

市 道 8 3 4 号

箕島漁港
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賛否の分かれた議案

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる
　「採決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。

会派名

議案名

有
田
会

公
明
党

至
誠
会

至
誠
会

至
誠
会

至
誠
会

有
田
会

有
田
会

市
民

ク
ラ
ブ

市
民

ク
ラ
ブ

○議 案 第 6 号 可決

結
　
　
果

浜

口

元

司

西

口

正

助

福

永

広

次

宇

野

博

治

生

駒

三

雄

堀

川

　

明

辻

本

意

典

中

谷

桂

三

万

賀

幸

雄

児

嶋

清

秋

岡

田

行

弘

池

田

敦

城

一
ノ
瀬
　
敦
子

議
　
員
　
名

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対

× × ○ 議長 ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

議案第 1 号

議案第 2 号

議案第 3 号

議案第 4 号

議案第 5 号

議案第 6 号

議案第 7 号

議案第 8 号

議案第 9 号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

諮問第 1 号

諮問第 2 号

諮問第 3 号

諮問第 4 号

－－－－－－－－－－

専決処分の承認を求めることについて
（平成30年度有田市一般会計補正予算（第８号））

有田市心身障害児手当金条例の一部を改正する条例

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

有田市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

有田市森林環境譲与税活用基金条例

不動産の買入れについて

平成30年度有田市一般会計補正予算（第９号）

平成30年度有田市介護保険特別会計補正予算（第４号）

平成31年度有田市一般会計予算

平成31年度有田市国民健康保険特別会計予算

平成31年度有田市初島財産区特別会計予算

平成31年度有田市漁業集落排水事業特別会計予算

平成31年度有田市介護保険特別会計予算

平成31年度有田市後期高齢者医療特別会計予算

平成31年度有田市上水道事業会計予算

平成31年度有田市立病院事業会計予算

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

各委員会の閉会中の継続審査及び調査について

承　　認

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

異議なし

異議なし

異議なし

異議なし

－－－－－－－

議案番号 件             名 議決年月日 可　否

平成31年3月定例会審議結果表平成31年3月定例会審議結果表

31.3.7

31.3.22

〃

〃

〃

〃

31.3.7

〃

31.3.22

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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議会広報編集委員会／委員長：中谷桂三
副委員長：岡田行弘、委員：浜口元司・辻本意典

発行／有田市議会
編集／議会広報編集委員会
　　　〒649-0392
　　　和歌山県有田市箕島50
　　　TEL  0737-83-2443
　　　FAX  0737-83-5524
　　　E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

保 田 中 学 校 1 年 A 組

保 田 中 学 校 1 年 B 組

　本市の将来を見据え議会として慎重に
審議し責任を持って議決しています。
　市議会の活動状況を市民の皆様にお知
らせするため、「ありだ市議会だより」
を各定例会ごとに発行し、各世帯に配布
しています。
　市民の皆様から、「議会だより読んで
います」という話をよく聞きます。
　広報委員にとって作り甲斐を感じると
ころです。
　今後も皆様に読みやすく、分かりやす
い、親しまれる議会だよりにしていきた
いと思います。　　　　　　　　（岡田）

編 集 委 員 会

市 の 話 題
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